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回御

深
層秘

め
5
れ
た
場
の
歴
史

今
年
は、
大
政
奉
還
1
5
0
周
年
で

あ
る。
も
っ
と
も
明
治
維
新
の
記
憶
や

語
ら
れ
方
は、
明
治、

昭和
と
の
ち
の

時
代
の
変
化
に
よ
っ
て、
ま
た
語
り
手

の
立
場
に
よ
っ
て
も
多
様
で
あ
る。

袋、

反
の
絵、

「g

g
之

図」
が、
京
都
市
左
京
区
岡
崎
の
星
野

画
廊
で

切払
関
さ
れ
た。
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
が
勃
発
し
た
痩
必
4（
1
8
6
8）

年
正
月
3
日
夜、
喧
燥
化MW
ち
た
京
都

御
所
南
西
の
公
家
門

（宜
秋
門）
前
を

活
写
す
る。
こ
の
大
作
（
剖・
4
×
1

4
3
吟）
は、
明
治
的ω
（
1
8
9
0）

年、
第
3
囲

内国
勧
業

博覧
会
に
出
品

さ
れ
た。
会
場
の
上
野
公
園
は、

戊辰

戦争、
彰
義
隊
の
記
憶
の
場
で
あ
る。

こ
の
秀
作
は、
近
い
過
去
を
描
い
た
点

高木博志

や、

西洋
の

歴史
画
の
影
響
を
受
け
始

め
た
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
お
い
て、
突

出
し
て
い
た。
前
年
の
帝
国
憲
法
発
布

に
と
も
な
う
「

大赦」
で、

徳川

幕府

や
会
津
藩・
仙
台
藩
な
ど
の
賊
軍
の
罪

は
許
さ
れ、
天
皇
の
も
と
で
平
等
な「
臣

民」
と
さ
れ
た。
そ
し
て

大赦に
よ
り

江

戸幕府
の

顕彰
や
江
戸

趣味
が
ブ
ー

ム
と
な
る、
そ
の一
方
で
薩
長
主
体
の

明
治
政
府
が

船出
し
た。

絵
の
舞
台
と
な
っ
た
公
家
門
は、
現

在、
春
秋
の
御
所一
般
公
開
の
入
り
口

で
あ
る。
江
戸
後
期
は

観光
ス
ポ
ッ
ト

で、
門
前
に
は
酒
肴
を
供
す
る

檎垣
茶

屋
も
あ
り
旅
人
は
参
内
す
る
公
家
を
見

物
す
る、
の
ど
か
な
風
景
で
あ
っ
た。

そ
れ
が

幕末
の
政
局
の
中
で、

軍事的

のどかさ 一変政局の緊迫映す

鵬
羽
伏
見
の
戦
い
勃
発
直
後、
御
所
の

騒
然
と
し
た
雰
囲
気
を
描
写
し
た「
戊

辰
之
役
之
国（
量
画

廊提供）

緊
張
み
な
ぎ
る
場
と
化
し
た
の
で
あ

る。画
家
の
名
は、
小
波
魚
青。

宇和
島

潜
の
砲

第十寝
の
小
波
虞付
を
父
に

生
ま
れ、

幕末
か
ら
明
治
に
か
け
て
京

都
に
移
り
住
み
四
条
派
の
長
谷
川
玉
峰

に
師
事
し
た。
維

新後、
こ
の
絵
が
描

か
れ
た
明
治
お
年
に
は

長崎市内中
町

に
住
み、
同
地
で
な
く
な
っ
た。
画
面

左
下
に
魚
青
が
「
明
治
紀
元
正
月
三
日

夜、
余
は、
公
家
御
門
守
衛
員
と
殺
り

て、

騒場中、
親
し
く

目撃す
る
所
な

り。
往
時
を
回
顧
し
其
の
真
景
を
謹
写

す」
と
あ
る。
加

藤す
ぎ
で
公
家
門
守

衛
の
任
に
就
い
た
魚
青
が、
時
間
を

お
い
て
明
治
お
年
に
描
き
た
か
っ
た

の
は、
宇
和
島
藩
そ
の
も
の
で
あ
っ

た。

公
家
門
前
で
は、
大
砲
が
3
門、
西

を
向
き、
騎
乗
兵
や
鉄
砲

装備
の

宇和

島
藩
兵
が
並
ん
だ。
町
艇
を

す

本願

寺
の
僧

集団
が
武
装
し、

幕府

軍敗北

の
報
に
公
家
達
が
伴
連
れ
で
参
内
す

る。
駕
簡
に
乗
る
の
は、

徳川

慶喜
や

大
名
も
参
加
す
る
公
議
政
体
構
想
が
敗

れ
た、

傷心
の
隠
居・
伊
達
譲
だ
ろ

F

つ。明
治
維
新
後、
薩
長
藩
閥
に
置
き
去

り
に
さ
れ
た

宇和
島
曹
が、
慶
喜
の
政

権復帰
を
主
張
す
る
立
場
か
ら
倒
幕
へ

と
巻
き
込
ま
れ
る
局
面
を
描
い
た

歴史

画
で
あ
る。
明
治
辺
年
の
大
赦
に
よ
り、

誰も
が
明
治
維
新
を
語
り
う
る
よ
う
に

な
っ
て、
一
貫
し
て
「
勤
王」
で
あ
っ

た
と
の
主
張
を
込
め
て
描
か
れ
た
の
で

は
な
い
か。
春
秋、

観光
客
で
に
ぎ
わ

う
今
日
の
公
家
門
を
目
に
す
る
と、
宇

和
島
藩
に
と
っ
て、
魚
青
に
と
っ
て、

「
明
治
維
新」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る。

（
京
都
大
人
文
科
学
研
究
所
所
長）


